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P2−262　骨肉腫 に よ る 骨盤
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骨 肉腫 は骨由来の 悪性腫瘍で，思 春期 に好発 し，その 発生 頻度は 1｛｝万人あた り02−O，3人で あ る．今回我々 は骨肉腫治癒後，体外受
精
一

単
一
胚移植に て健児を得た例を絳験 したの で 報告 す る．妻 は 14才の 時，骨 肉腫 を発 症 し右骨盤一．

ド肢切除術お よ び化学療法を受

け 29才で 結婚 した．犬 は結婚時 31才で t20 才時の 交通事故に よる 脊髄損傷で ejacutation　failureであ っ た，結婚後 5年で挙児希望

の ため に 当院初診 した，十分な カウ ン セ リ ングの の ち，夫は他院泌尿器科 にて 電気刺激に よる採精を試み，逆行性射精 にて 尿 中精子

を得て 凍結保存 した．妻に は cl。miphen
−hMG 隔 日投与 によ る排卵誘発 に よ り体外受精を試 み，2回 目の 刺激周期にて 2 個採卵

一
顕微

授精を行い ，双胎を避けるため day3 に て 単一胚移植を行い ，単胎妊娠が 成立 した．重症妊娠悪阻で 妊娠 8 週か ら 15週 まで入 院した

後，22週か ら高次医療施設へ 転院し経過観察された．32週自宅生活困難の ため 人院 した が，その 後の妊娠経過に大きな異常な く，37
週 6 日選択帝王 切開に て 出tk．体重 2460g アプ ガ

ー
ス コ ア 8i’9 の 女児を分娩 した．骨肉腫は 1970年代，手術 療法が主体で 5 年生存率は

10−20％ と予後不 良で あ っ たが，近年化学療法の 併用 に よ り 5年生 存率は 60−70％ とな っ て お り，骨肉腫既往 の 挙児希望をもつ カ ッ プ

ル の 増加が予 測され る．また骨盤一ド肢 切断術 後 妊娠は 10例以 ヒの 報告が ある が，体外受精胚移植に よ る 妊娠 は 今回 が 初め て で あ

る，今後は，患者の 多様なニ
ーズに応える ため に，不 妊以外の 問題を抱える カ ッ プル で も妊娠 ・出産 ・育児が可能に な るよ うに，さ

らにカ ウ ン セ リ ン グや サ ポート体制を充実 させ，ス トレス の な い 卵巣刺激法や 胚移植法を検討する必要が ある と考え られ た．

★ P2−263 幼児期 の ヘ ル ニ ァ 手術 で 鼠径部に 嵌頓 した チ宮 を腹腔鏡下手術 に て 整復 し体外受精 ・胚移植 に よ り生児獲得 に

至 っ た症例
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我々 は今回，生殖外科・生殖補助医療の両分野に おい て貴重な，世界初と なる症例 を経験 したの で 報告す る．症例は不妊歴 15年の 原発性不妊女

性で，1歳時に左鼠径ヘ ル ニ アの 手術歴がある．39歳で A 病院初診時，左鼠径部に膨隆した子宮を触知 した．29歳の 時に B 病院で 腹腔鏡下手術

が試み られたが．子宮が確認で きず整復を断念した経緯がある、B 病院で開腹手術を勧め られたがその 後受診しない まま5乍以 Lが 経過し，36
歳の 時，挙児希望で C病院を受診した，C病院で は体外受精を予定し採卵は行えたが胚移植は断念するこ ととなり，良好胚2個を含む4個の 凍結

分割胚が 残っ た．患者は そ の後受診せ ず，39歳にな り再び C 病院 を受診 した時に，手術 目的で A 病院 に紹 介となっ た．A 病 院で は．卵巣 を温存
で きる保証がない と判断し患者年齢も考慮して，C病院に予備凍結胚確保目的で体外受精を依頼し3個の胚盤胞を凍結，引き続きA 病院で産婦人

科・外科・小児外科合同により腹腔鏡下手術の みに よる整復を行っ た，子宮や卵管は左 円靭帯に牽引され頭側か らみ て 90度以上 時計回 りに捻転

した状態で 腹腔外に脱出し，左右附属器の位置関係が逆になっ てい たこ とが，周囲組織との 強度な癒着を剥離し左下腹壁動静脈や極端に短縮 した

左 円靱帯などを切離する こ とよ り明 らかと なっ た，癒着剥離後 の 壬宮は漿膜 を欠損 しH 面クレ ーター様で，癒着防止 シ
ートを全面に覆っ て手術を

終∫した．40歳となっ た 2か月後 にSLI、を行い ，子宮周囲の軽度の再癒着を完全剥離した後 C 病院に て 融解胚移植を施行し，初回で妊娠成立

に至っ た．妊娠 32週 5 日，胎児心拍モ ニ タ リ ン グで non
−
reassuring 　patternが確認されて 緊急帝モ 切開 とな り，1666gの 男児を分娩 した．

P2−264　黒大豆 投 与に よる，無排卵周期症 の 改善 につ い て

恵 寿総 合病院
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【目 的】黒大 豆 を摂取する こ とに よる，無排卵周期症 の 改善効果を観祭 し た．【方法】6 ヶ 月間以上 の 無排卵周 期 を認 め．か つ

内診．超音波画像，血 清学的検査な どに よ り多嚢胞性卵巣症候群や そ の 他上 位中枢性 の 内分泌異常 な ど明 らか に医 学 的 に明 ら

か に 手術 や 薬物療法を必要 とす る 者を除外 した，36名の 患者 に嗜 好 ・吸 収 性 を加 味 し，媒染後 超 微粉末処理 し た黒大 豆 （S）
を
一

日 6g，投 与趣 旨 ・
安全性 を説明し 同意 を得 た後，内服 させ た （S　group ）．投与後 の 排卵改善は，基礎体温 超音波 に よ

る卵胞径，子宮内膜，さ らに ）frt清 E2 測定に よ り評価 し．　 S を投与 しな い 34名の 患者 （C　group） と比 較 検 討 した．【成 績】S
group で は，年齢 23．2 ± 4．1 歳，初潮年齢 ll．8± L6 歳 BMI 　25．8 ± 3．3kg，

／
rn2 ．血清E24U ± 20．3pg！mL ，血 清 FSH 　7．9 ± 2．31U／

L，血 清　LI 　5．1± 0．81U／L で Cgroup で の 23，8 ± 3，7 歳，12，3± 1．8 歳 24．8 ± 2．3kg 〆m2 ，38．9 ± 18．lpg／mL ，7．O ± 1．3fUIL お よ び

4、6 ± 0．61U／L と比 し有意さ なか っ た．　 S投与期間中．12名が排卵周期を認め，4 名妊娠 し，また 3 ヶ 月以 内に 3名が 無排卵月

経 を 認め た．排卵 日 は ，投 7 開始後 66 ± 12 日で あり，排卵 開 始後 は 高温 相 7 日以 上 の 正常 排 卵周 期 の 継 続 が 認 め られ た．ま

た，投与 6 ヶ 月後の 血清 E2　52．3　±　32．5pg．，’mL と有意 の ヒ昇が 認め られ た （p 〈 0．05）．　 C 　group で は，経過中，排卵出現 2 名，
無排 卵 月 経 2名 に認 め られ，6 ヶ 月 後 の E2 に 有 意 な上 昇は 認 め られ な か っ た．【結論】黒大 豆 は，無排卵月経 症の 改善効果 を

有する こ とが示唆さ れ た．
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